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       基本理念 希望のある医療 

 

             

    

         

当院での作業療法士（OT：Occupational Therapist）の取り組み 

 

作業療法士 国野春樹 

 

近年急速に進行する高齢化に伴い、機能回復への偏りから QOL（人生・生活の質）の充実、施設

生活から地域・在宅生活への転換が求められています。それには医療と介護の連携が重要です。我々

OT は、障がいの有無にかかわらず皆様が住み慣れた場所でいつまでも主体的に生活・活動参加で

きることを目標に下記の活動に取り組んでいます。 

 

１． 軽度認知障害の早期発見と認知症予防 

当院の脳ドックでは、オプションとして認知機能評価をご用意しています(税込 4,320 円）。ご希

望の方には OT が運動・精神・認知・生活機能を評価し、結果とともにその人に合わせた認知症予

防法を後日郵送します。また、正面玄関で月２回開催の寄り道講座では、認知症に関する情報を発

信し、啓発に努めています（本年 3月は運転と認知症、糖尿病と認知症予防について講義させてい

ただきました）。 

２． 認知症の早期発見と生活指導 

脳神経外科物忘れ外来を受診患者様に対し、医師の指示のもと認知機能評価を行います。当院では

MMSE 等のスクリーニング検査以外にも気分、興味関心、意欲、生活関連動作の実施状況等も評

価し、早期発見や適切な治療につなげます。本人やご家族様の思い・悩みも傾聴し、ご家族様の関

り方や本人にとって重要な作業を維持する工夫を一緒に考えます。必要に応じて介護保険の紹介や

福祉用具・サービス提案も行います。 

３． リハビリテーション 

入院中、精神・認知・生活機能の低下が予想される患者様には、医師の指示のもと作業療法を実施

し認知・生活機能維持と生活リズム回復に努めます。そのほか整形・形成外科では手の外科領域に

おける精密知覚機能評価や外来/入院作業療法、脳神経外科では急性発症した脳血管疾患等患者様

に対する入院作業療法、小児科では発達性協調運動障害（DCD ：Developmental Coordination 

Disorder）が疑われる患者様に対する外来作業療法（現在当科読み書き外来からの完全紹介・予約

制の為、作業療法のみの新規患者様はお受けできません）も行っています。 

 

至らぬ点ばかりではございますが、医療・介護連携のかけはしとして少しでも地域の皆様のお役に 

立てればと考えています。これからも何卒よろしくお願い申し上げます。 

 

詳細につきましては各科外来（０７９－４４２－３９８１）にお問い合わせください。  

 

 

第 １ ２ ６ 号

平成３０年４月 



 に関するお問合せは、 

地域医療連携室までお願いします。 

連絡先 〒６７６－８５８５  兵庫県高砂市荒井町紙町３３－１ 

   TEL ０７９－４４２－３９８１（内線５１４６） 

   FAX ０７９－４４３－１４０１ 

   ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ http://www．hospital-takasago．ｊｐ/ 

 

 

お知らせ 
 

１． 医師着任 

  平成 30年４月 

内科部長       植田 史朗医師 

循環器内科部長   田辺 慶司医師 

皮膚科部長     藤原 規広医師 

内科副医長     石井 佳子医師 

            整形外科      梶木 裕矢医師 

            形成外科      武田 幸大医師 

            内科        井上 綾華医師  

    

         臨床研修医     田邉 真生医師 

         臨床研修医     岩根 友佳子医師  が着任いたします。 

   

 

２． ４月のホッとひと息寄り道講座 

 

日 時： ①４月９日（月）②４月２５日（水） １０：００～１０：３０ 

場 所： 正面玄関ホールの公衆電話前  

テーマ： 認知症について 

講 師： いるかの会 黒田会長 

 

 

３． オープンカンファレンスについて 

 

 日 時： ４月２６日（木）１７：３０～１９：１０ 

場 所： ２階講義室 

テーマ： 【 緩和ケア 】 

     「緩和ケアチームのあゆみとチーム医療」 

     「緩和ケア病棟における疼痛管理」 

対象者：医療職・介護職の方 

 

※地域医療連携室まで申し込みをお願い致します（当日まで可） 

 

 

 


